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村 松 正 紙
下北半fIJのニホソザルのi姓動とLJiUi･mfjE(設定黙視
1)
株 約 ･和m 久
アカゲザル身体謂茄の肪線附朽戊について (設定課掴
2) 孝行口 約 一 郎
ニホソザルのメスのm位に対する交凪 Ii価 の形懲
(設定課題4)
爪 田 宋 刀
Consort関係を持った雄と雌とのbehaviorについて
(設定課題4)
由 木 串 千
二ホソザル群の個体問距離に基づくオスの空間fJ.Lt逝
- 4歳以下の個体との関係- (設定課題4)
真 野 哲 三
m食および飲水行動の神経生理学的基礎 (設定課周
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佐藤 弘明 ･矢迫 敬造
サル大脳基底核におけるGABA作動性線維の相互連
絡について (自由課題)
金 野 - .郎
zation)の要因,過程を明らかにするための蔽初の試み
であった｡そのために,各日についての研究のレビュー
を行ない封書.6すべき共通の2X･斑とした｡つづいて各日の
具体的研究についても正F{刑か食虫mかと今だに柿屈の
定かでない｡それ放列味深いTupaiの吟味,原泣杭と
食虫塀の比較苛から各日の進化的特性を明らかにする試
みとして行なわれた｡
これらの口の研究者用が必ずしもF.くない日本では満
足すべき内容ではなかったにしても.今校の研兜方向を
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